


1945年 昭和 20年 8月 15日
7月 5日

4月 1日

7月 18日

2月 10日

6月 10日
10月 6日
11月 3日
4月

7月 10日

7月 14日

1955年 昭和 30年 3月 25日

1956年 昭和 31年 9月 30日

1957年 昭和 32年 6月 1日

1958年 昭和 33年 4月 1日

1959年 昭和 34年 8月 26日
1961年 昭和 36年 7月

1月 11日
8月 17日

1967年 昭和 42年 10月 7日

1969年 昭和 44年 12月

1971年 昭和 46年 8月 28日

1973年 昭和 48年 8月 28日

1974年 昭和 49年 12月 8日

1976年 昭和 51年 12月 10日

1977年 昭和 52年 7月 28日

1978年 昭和 53年 2月 28日

1981年 昭和 56年 10月 1日

1982年 昭和 57年 4月

1984年 昭和 59年 11月

1985年 昭和 60年 6月 9日

4月 1日
10月

1987年 昭和 62年 2月 22日 第一回能都町民ソフトバレーボール大会開催
優勝 鵜川栄町B、二位 二友会(二区)、三位 ポセイドン(浜出)

能都町立鵜川地区公民館新築工事着工
鵜川公民館鉄骨造2階建　建物面積886.94㎡完成
山中武雄館長就任
「おはよう・時間を守ろう推進運動」第三月曜日と交通安全週間
登校時間に鵜川口バス停付近に立つ

能都町町制30周年記念事業「地区対抗運動会」
総合優勝鵜川地区

1986年 昭和 61年 男女雇用機会均等法施行
石川県産業展示館でにわか2基展示

第一回鵜川文化祭が開催　芸術部5日～6日　芸能部6日午後
(現在　みのりの作品展と芸能発表会)

柱山八郎館長就任
公民館の建物内の鵜川保育所移転
古本与志雄館長 再任
浜谷至致館長就任
鵜川青年団主催「第一回歩こう会(鵜川～姫　往復)」開催
鵜川地区公民館新築促進について陳情書提出

鵜川町が能都町へ編入「能都町立鵜川地区公民館」に変更
古本吉志雄館長就任
瑞穂分館が瑞穂公民館として独立
豪雨で鵜川大橋に船がひっかかり山田川が氾濫
横綱若乃花、横綱朝潮が阿武松碑等を訪問

1963年 昭和 38年 １月27日まで雪が降り続き北陸地方が大雪に見舞われる　
平田茂治館長就任

1952年 昭和 27年 竹内久雄(町長兼任)館長就任
石川県優良公民館表彰を受ける
宇出津町、三波村、神野村の一部、
珠洲郡小木町の4町村が合併　能都町が誕生

第一回石川県公民館大会開催(金沢市西町公会堂)
鵜川町制10周年記念祝賀行事

1951年 昭和 26年 公民館木造　建物面積204.89㎡　完成
階下を保育所同所階上を公民館として使用
瑞穂小学校舎一部を分館として利用

鵜川町公民館報　第一号発行　※資料添付有
郡内優良公民館表彰を受ける

1948年 昭和 23年 石川県社会教育協会発足　　石川県教育委員会設置
鵜川公民館に鵜川保育所が付設

1949年 昭和 24年 鳳至郡公民館連絡協議会を結成
石川県公民館振興協議会(石川県公民館連合会)結成

社会教育法公布

1947年 昭和 22年 鵜川町立鵜川中学校創立
泉原小五郎館長就任
鵜川町公民館設置　国民学校舎一部と社会館を利用

本館を森林組合事務所十五坪を転用
経費は半分を青年教育研究会残り半分は寄附

鵜川公⺠館に関係する主な出来事
太平洋戦争終戦

1946年 昭和 21年 文部次官通牒　発社大122号「公民館の設置運営について」
石川県内務部長より市町村長に移牒
鵜川町が青年教育設置として公民館の設置を要望
青年学校職員学務委員を持って準備委員として暫定委員とした
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1988年 昭和 63年 9月 23日

昭和 64年 1月
平成 元年 2月

4月 13日

5月 16日
9月 12日
2月 7日
4月 3日
4月 22日
10月
1月 28日
10月 6日

1997年 平成 9年 8月 12日
1998年 平成 10年 4月 30日

6月 23日
4月 1日

2000年 平成 12年 6月 2日

4月 27日
12月 14日
4月 6日
8月 10日
10月 1日
9月 15日
8月 20日
3月 1日
4月 1日
5月 26日
8月 1日
4月 1日
10月 15日

2007年 平成 19年 3月 25日
2009年 平成 21年 6月 7日

3月 31日
4月 1日
10月 10日
11月 20日
6月 23日
6月 26日

10月 31日
1月 1日
12月 25日
1月 1日
3月 2日
3月 31日
6月 19日
4月 1日
5月 15日

4月 2日
11月 1日
2月 26日
8月 13日

第39回全能登祭太鼓打競技輪島大会に祭囃子教室が参加
敢闘賞・殊勲賞・中学の部２位等受賞

1989年 昭和天皇崩御(7日)　「平成」に改元(８日)
能都町民の生涯学習等に関する意識調査実施

1991年 平成 3年 能都町役場本庁舎・支所・出張所が第２・第４土曜日が休みになる

能登国際テント村'91　にわか出向
1992年 平成 4年 香川県丸亀市　丸亀お城祭り　２基にわか出向(17日まで)

学校週５日制導入　毎月第２土曜日が休みになる
1993年 平成 5年 能登半島沖地震発生。石川県で最大震度5

能都町役場(支所・出張所含む)が毎週土曜日が休みになる
1995年 平成 7年 学校週５日制　毎月第２土曜に加え第４土曜も休みとなる

太田郁雄館長就任
1996年 平成 8年 第一回、親子スキー教室(以降平成14年度まで毎年続く)

第一回ミニ四駆大会

2002年 平成 14年 学校週５日制　毎週土曜日が休みとなる
「石川の夏まつり・歩行者天国」にわか出向
鵜川伊呂波歌留多完成 販売

鵜川バイパス開通
鵜川伊呂波カルタの読み札が完成

鍋谷平次館長就任
「七尾・祭りの國　能登キリコフェスティバル」和倉温泉に
にわか出向　(以降平成17年まで毎年)

2001年 平成 13年 ふる里芸能出前講座開講　鵜川小へ出前講座行う
ALTとクリスマス会を行う(以降数年継続)

1999年 平成 11年 男女共同参画社会基本法　公布・施行

鵜川地区自主防犯組織「うかわっ子を守る会」発足
公民館の休館日が月曜・火曜・祝日から日曜・月曜に変更

2006年 平成 18年 鵜川学童クラブ「くぬぎ」公民館内に設置(平成24年度末閉鎖)
第二回全国凧あげ能登大会で鵜川公民館が最優秀賞受賞

2003年 平成 15年 七見の獅子舞が8年ぶりに復活　
小垣道路・高鳥トンネル開通

2005年 平成 17年 能都町・柳田村・内浦町と合併　能登町が誕生
米田健館長就任

2012年 平成 24年 特色ある活動事業「ﾐﾆﾐﾆにわか作り教室」開始
鵜川公民館「いしかわ地域版ISO認定」
鵜川地区「いしかわ版環境ISO連携ﾓﾃﾞﾙ事業」ﾓﾃﾞﾙ地区に認定
キッズハロウィンをはじめる(以降継続)

能登半島の北西の沖を震源能登半島地震発生(M6.9)
鵜川地区体育祭が１０月から６月に変更になる

2011年 平成 23年 原勤堂の冊子完成　紙芝居完成
梅田真人館長就任
第一回能登町民大運動会開催(柳田植物公園) (以降毎年続く)
原勤堂・第６代横綱　阿武松・久田船長をゆるきゃら化

特色ある活動事業「ﾐﾆﾐﾆにわか作り教室」開始
2015年 平成 27年 馬場等館長就任

特色ある活動事業「ﾐﾆﾐﾆにわかを作って21美に応援に行こう!」
(個展7/6～12)(9/5にﾐﾆﾐﾆにわか祭で町内運行)

2013年 平成 25年 特色ある活動事業「うかわ今昔暦」配布
いしかわ地域版ISOエコギフト大賞　金賞を受賞

2014年 平成 26年 特色ある活動事業「ふれあい号外・鵜川絵巻」発行

鵜川中学校閉校
能登町生涯学習大会で発表(地域版ISO関係)

2016年 平成 28年 角弘子館長就任
特色ある活動事業、いどり祭の全日程ビデオ撮影(8日間)

2017年 平成 29年 特色ある活動事業　いどり祭DVD完成
鵜川公民館設置70周年記念式典実施
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能
登
町
長 

持
木 

一
茂 

 

 

鵜
川
公
民
館
創
立
七
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
か
ら
七
十
年
前
と
言
い
ま
す
と
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て 

２
年
後
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
社
会
が
混
乱
し
、
大
変
な
時
期
で
あ
り

ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
旧
鵜
川
町
で
は
鵜
川
公
民
館
を
設
立
し
、
町
民

の
交
流
や
学
習
に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
の
初

め
か
ら
続
く
原
勤
堂
さ
ん
の
意
志
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も

の
と
感
じ
、
鵜
川
の
皆
様
の
地
域
を
大
切
に
す
る
思
い
に
心
が
熱
く

な
り
ま
す
。 

 

鵜
川
地
区
で
は
久
田
船
長
や
阿
武
松
緑
之
助
な
ど
、
歴
史
に
名
を

残
す
偉
人
を
何
人
も
輩
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
方
々
の

偉
業
を
広
め
伝
え
て
い
く
こ
と
も
鵜
川
公
民
館
が
主
軸
と
な
っ
て
行

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
日
頃
の
積
極
的
な
活
動
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
集
え
る
社
会
教
育
の
場
と
し
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
鵜
川
地
区
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

    

平成 28 年度 敬老会 

平成 25 年度 敬老会 



能
登
町
教
育
委
員
会 

教
育
長 

中
口 

憲
治 

 

こ
の
た
び
は
、
鵜
川
公
民
館
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
、
お
よ
そ
創
立
時
か
ら
の
、
同
じ
時
代
を
歩
ん
で
き
た
者
の

一
人
と
し
て
、
七
十
年
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
度

経
済
成
長
期
や
ま
た
そ
の
停
滞
期
な
ど
、
良
い
と
き
も
、
そ
う
で
な

い
と
き
も
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
、
当
た
り
前
の
存
在
と
し
て
、

い
つ
も
こ
こ
に
、
毅
然
と
鵜
川
公
民
館
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
活
動
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
対
象
と
し
、
家
族
や

地
域
の
絆
を
深
め
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
成
果
を
讃
え
る
の
は
、

現
在
の
角
館
長

へ
と
つ
な
が
っ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
献
身
的
な
活
動

を
さ
れ
て
き
た
歴
代
の
館
長
と
、
地
域
住
民
の
皆
様
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

鵜
川
公
民
館
を
代
表
す
る
に
わ
か
祭
囃
子
教
室
、
久
田
船
長
碑
前

祭
の
事
業
の
継
承
や
、
今
後
さ
ら
に
鵜
川
地
区
の
特
色
を
活
か
し
た

新
た
な
行
事
等
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
の
絆

が
深
ま
り
、
公
民
館
が
地
域
の
核
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

末
尾
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
念
式
典
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

              

平成 25 年 

いしかわ地域版 

環境ＩＳＯ 

エコギフト大賞  

金賞受賞 

 

県庁にて活動内容と 

効果を発表し、 

谷本知事に 

講評いただき 

 

後日、中口教育長に受賞報告しました。 

 

 



第
九
代
目
館
長 

太
田 

郁
雄 

 
鵜
川
公
民
館 

七
十
周
年
記
念
と
し
て
記
念
誌
作
成
の
原
稿
依
頼
を
受
け

記
憶
を
た
ど
っ
て
み
た
。 

 

私
の
館
長
と
し
て
の
勤
め
は
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
有
意
義
に
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
主
事
と
は
机
を
並
べ
て
い
て
お
互
い
が
何
を
考
え

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
合
え
る
状
態
だ
っ
た
。
地
味

で
は
あ
る
が
、
公
民
館
活
動
の
王
道
を
歩
き
楽
し
い
毎
日
だ
っ
た
。 

 

初
め
て
館
長
の
研
修
会
に
出
席
し
た
折
に
聞
い
た
講
演
の
中
で
の
印
象
に

残
っ
て
い
た
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は

「

 

公
民
館
は
住
民
の
実
生
活
に
即
し
た

教
育
、
学
術
、
文
化
に
関
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で

役
場
の
観
光
課
、
商
工
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
代
替
り
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
派
手

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
地
に
し
っ
か
り
足
を
つ
け
た
活
動
を
皆
さ

ん
に
強
く
お
願
い
し
た
い 

」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

ふ
り
か
え
る
と
七
十
年
間
の
鵜
川
公
民
館
活
動
の
一
コ
マ
と
し
て
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ

あ
い
も
あ
り
沢
山
の
思
い
出
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町

民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
公
民
館
活
動
の
大
切
さ

を
よ
り
強
く
感
じ
た
四
年
間
で
あ
っ
た
。 

鵜
川
公
民
館
は
歴
代
の
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
民
の
誰
で
も
気
楽
に
来
館
し
自
分
の
趣
味
を
楽

し
め
る
場
、
お
し
ゃ
べ
り
が
出
来
る
場
で
老
若
男
女
を
問
わ
ず
気
軽
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
町
民

の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
公
民
館
と
し
て
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
。 

 

平成 10 年 ソフトボール大会 
平成 10 年 武者絵コンクール 

平成 8 年 体育祭 

平成 9 年 ミニ四駆大会 



第
十
代
目
館
長 

鍋
谷 

平
次 

  

鵜
川
公
民
館
が
七
十
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
私
が
公
民
館

長
だ
っ
た
頃
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

平
成
十

一
年
、
生
涯
駅
員
で
あ
っ
た
私
の
も
と
に
、
公
民
館
長
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
鵜
川
公
民
館
長
と
言
え
ば
学
校
の
先
生

を
定
年
退
職
さ
れ
た
方
な
ど
の
教
育
者
ば
か
り
で
「

 

民
間
あ
が
り
の

私
で
い
い
の
か
？
」
と
戸
惑
い
、
当
時
の
区
長
会
長
に
も
相
談
を
し

た
事
も
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
当
時
の
主
事
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
沢
山
の
人
が
集
ま

っ
て
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
前
任
者
の
時
代
に
読
み
札
と
絵
札
が

完
成
し
て
い
た

「

 

鵜
川
伊
呂
波
歌
留
多
」
を
、
助
成
金
で
制
作
し
、

商
品
化
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
で
は
、
色
々
な
ご
当
地
カ
ル

タ
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
く
、
県
の
公
民
館
大
会
で
も

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
輪
島
市
の
公
民
館

へ
も
出
張
講
座
を
し
ま

し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
各
種
大
会
や
、
歩

こ
う
会
で
鵜
川
伊
呂
波
歌
留
多
に
ち
な
ん
だ
場
所
巡
り
を
し
た
こ
と
、

阿
武
松
の
紙
芝
居
を
作
っ
た
こ
と
、
和
倉
や
香
林
坊

へ
に
わ
か
を
出

向
し
た
こ
と
、
高
鳥
ト
ン
ネ
ル
完
成
の
際
に
は
子
ど
も
に
わ
か
を
出

し
て
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
練
り
歩
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
武
者
絵

コ
ン
ク
ー
ル
を

一
年
生
か
ら
描
い
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
当
時
の
校

長
先
生
が

「

 

子
ど
も
た
ち
の
武
者
絵
を
描
い
て
い
る
時
の
目
が
キ
ラ

キ
ラ
し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
沢
山
の
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

時
代
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
今
後
も
鵜
川
公
民
館
に
は
、
昔

か
ら
あ
る
も
の
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。 

         

平成 11 年 運営委員会 

平成 13 年 レトロ玩具教室 

平成 11 年 小学生の地域学習 



六
年
間
の
想
い
出 

 
 
 
 

第
十

一
代
目
館
長 

米
田 

健 

 
教
員
生
活
を
終
え
、
趣
味
の
釣
り
や
畑
に
熱
中
し
て
い
た
頃
、
前

館
長
鍋
谷
平
次
さ
ん
の
後
を
受
け
、
平
成
十
七
年
四
月 

鵜
川
公
民

館
館
長
の
辞
令
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
公
民
館
主
事
は
梅
田

真
人
さ
ん
、
馬
場
康
喜
さ
ん
で
、
協
力
委
員
に
馬
場
源
吉
さ
ん
、
釣

谷
松
次
さ
ん
二
名
、
体
育
指
導
員
は
松
浦
さ
ん
、
森
さ
ん
と
い
う
よ

う
な
面
々
で
し
た
。
当
時
の
勤
務
体
制
は
半
常
勤
で
、
午
前
中
を
中

心
に
勤
め
始
め
ま
し
た
。
今
回
こ
の
よ
う
な
寄
稿
文
を
書
く
機
会
を

い
た
だ
き
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

春
に
は
運
営
委
員
会
で
年
間
行
事
を
計
画
し
、
夏
に
は
和
倉
で
の

ニ
ワ
カ
の
出
向

・
小
垣
地
区
と
鵜
川
地
区
で
行
っ
て
い
た
盆
踊
り
。

秋
に
は
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・体
育
祭

・

敬
老
会

・
バ
ザ
ー

・
久
田
船
長
碑
前
祭

・
文
化
祭
で
の
作
品
展

・
芸

能
発
表
会
。
冬
に
は
ミ
ニ
門
松
作
り
、
新
春
麻
雀
大
会
・
囲
碁
大
会
。

ど
の
行
事
も
沢
山
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
在
任
中
に
は
、
防
犯
委
員
会

・
鵜
川
小
学
校

・
鵜
川
中
学

校

・
公
民
館
に
よ
る

「

 

鵜
川
っ
子
を
守
る
会
」
を
結
成
し
、
鵜
川

の
子
ど
も
達
を
守
る
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
に
二
回
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
、
小
学
校
や
中
学
校
の
入
学
式
や
運
動
会
や
卒
業
式
な
ど
の

節
目
の
行
事
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

鵜
川
保
育
所
の
サ
ン
タ
さ
ん
に
な
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
し
、
宇

出
津
公
民
館

へ
出
張
凧
作
り
教
室
で
出
向
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
、
公
民
館
に
勤
務
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
経
験
で
し
た
。 

他
に
も
、
平
成
十
八
年
十
月
、
柳
田
で
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
、

「

 

全
国
凧
揚
げ
大
会
」
で
横
綱

・
阿
武
松
緑
之
助
を
描
い
た
六
畳

の
大
凧
が
高
々
と
空
に
舞
い
上
が
り
、
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
大
変
大
き
な
喜
び
に
な
っ
た
こ
と
。
平
成
十
九
年
三
月
能
登
半

島
地
震
突
然
の
激
し
い
揺
れ
に
驚
い
た
こ
と
、
鵜
川
の
被
害
の
大
き

さ
に
、
心
を
痛
め
た
こ
と
。
今
で
も
強
く
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。 

公
民
館
で
の
研
修
旅
行
で

一
泊
研
修(

南
紀

・
四
国

・
神
戸
方
面

・

京
都
方
面
な
ど)

へ
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
思
い
出
は
書

き
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
、
私
の
館
長
勤
務
を
六
年 

(

過
去
に
教
員
を

し
な
が
ら
公
民
館
主
事
を
十
年
勤
め
ま
し
た)

で
終
え
ま
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

平成 18 年 

「阿武松」大凧作成 

全国凧あげ能登大会で最優秀賞  

平成 20 年一泊研修旅行(京都) 



第
十
二
代
目
館
長 

梅
田 

真
人 

 
こ
の
度
は
鵜
川
公
民
館
が
創
立
七
十
年
と
い
う
目
出
度

め

で

た

き
年
に
あ

た
り

一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

私
が
公
民
館
に
勤
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
平
成
十

一
年

に
鍋
谷
平
次
館
長
か
ら

「
 

主
事
と
し
て
勤
め
な
い
か
？
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
時
か
ら
で
す
。
自
分
の
本
職
で
あ
る
神
職
と
し
て
の
務
め

を
し
な
が
ら
の
勤
務
で
し
た
の
で
大
変
迷
惑
も
か
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
理
解
あ
る
鍋
谷
館
長
と
色
々
な
話
し
を
し
な
が
ら
楽
し
く
仕

事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

平
成
十
七
年
か
ら
は
新
し
く
米
田
館
長
が
就
任
さ
れ
、
鍋
谷
館
長

か
ら
引
き
継
い
だ

「

 

原 

勤
堂
」
の
冊
子
作
成
に
色
ん
な
人
の
協
力

を
得
な
が
ら
完
成
し
た
時
の
喜
び
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。 

米
田
館
長
か
ら
次
の
館
長
に
指
名
さ
れ
た
時
に
は
、
「

 

自
分
の
よ
う

な
若
輩
者
が
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
新
し
く
現
在
の
鍋
谷
主
事
を
迎

え
て
他
の
公
民
館
に
な
い
独
自
の
発
想
で
色
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
来
ま
し
た
。 

地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
、
沢
山
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で

何
と
か
二
期( 

四
年
間 

)

務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
接
し
気
軽
に
出
入
り
の
出
来
る
公
民

館
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
来
館
さ
れ
鵜
川
地
区
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
、
先
人
た
ち
の
残
し
て
き
た
古
き
を
大
切
に
し
、
そ
し
て 

新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。 

     

平成 26 年 10 月 キッズハロウィン 

平成 27 年 3 月はらきんちゃん賞表彰 平成 24 年 6 月鵜川地区運動会 



  

 

 

鵜川公民館創立７０周年に 

 

 

第十三代目館長 馬場 等 

 

鵜川公民館創立７０周年おめでとうございます。 

私は一年間だけでしたが、館長として貴重な経験をさせていただき、 

鵜川地区の皆さんに感謝いたします。 

公民館の使命は、いつでも地域の人たちが集まれる場を、提供する事だと 

思います。 

 ７０周年という年月は、他の公民館とは違う確かな歴史を刻んでいると思い

ます。「能登町に鵜川公民館あり」といつまでも誇れる存在であり、鵜川公民館

が地域活動の中心として、８０、９０、１００周年迎える事ができますように、

私も微力ながら協力させて頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
七
年 

 

町
民
大
運
動
会 

平
成
二
十
七
年 

芸
能
発
表
会 

 

ま
つ
り
の
絵
表
彰
式 



第
十
四
代
目
館
長 

角 

弘
子 

 

平
成
二
十
三
年
の
春
、
鍋
谷

・
米
田
元
館
長
か
ら
公
民
館
長
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
が
当
時
能
登
町
婦
人
団
体
協
議
会
の
会
長
を
し
て
い
て

そ
れ
に
付
随
し
た
あ
て
職
が
多
く
身
動
き
で
き
な
か
っ
た
た
め
丁
重

に
お
断
り
し
て
し
て
か
ら
五
年
目
、
前
館
長
が
任
期
途
中
で
退
任
さ

れ
運
営
審
議
委
員
長
の
責
任
上
空
白
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
平
成

二
十
八
年
四
月
、
十
四
代
館
長
職
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
廃
虚
の
中
か
ら
社
会
教
育
の
重
要
性
を

認
識
し
た
鵜
川
町
の
先
人
た
ち
が
い
ち
早
く
公
民
館
を
設
置
し
、
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
人
と
人
と
の

交
わ
り
と
連
帯
の
絆
を
深
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
重
要
視
し
た
か
ら

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
社
会
教
育
に
も
力
を

注
い
だ
当
時
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
あ
れ
か
ら

七
十
年
、
我
が
国
の
高
度
の
経
済
成
長
と
科
学
技
術
の
無
限
の
進
歩

は
多
く
の
現
実
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
本
人
の
努
力
と

工
夫
の
す
ば
ら
し
さ
は
世
界
中
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

一

面
、
精
神
の
弛
緩
と
荒
廃
を
付
随
さ
せ
た
こ
と
も
否
め
な
い
現
実
で

す
。
は
き
違
え
た
自
由
や
個
性
が
謳
歌
し
、
自
己
中
心
的
な
利
益
を

尺
度
と
し
た
人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
の
心
の
通
い
目
が
見

失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
鵜
川
地
区
住
民
は
、
原
勤
堂

・
久
田
佐
助

・
阿
武
松
緑
之
助

の
偉
人
た
ち
の
教
え
を
代
々
守
り
続
け
、
知
育

・
徳
育

・
体
育
と
も

に
備
わ
っ
た
人
間
性
を
重
要
視
し
、
こ
の
地
域
の
風
土
の
中
で
培
わ

れ
た
豊
か
な
感
性
を
調
和
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
鵜
川
地
区
に
育
て
ら

れ
た
私
た
ち
は
こ
の
精
神
を
次
の
世
代

へ
と
教
え
引
き
継
ぐ
責
任
が

あ
り
ま
す
。
鵜
川
公
民
館
創
立
七
十
周
年
を
機
会
に
今

一
度
人
間
存

在
の
真
実
の
意
味
を
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
問
い
直
し
、
設
立
当
時
の

地
域

へ
の
熱
い
思
い
に
ふ
り
返
り
、
公
民
館
の
役
割
と
社
会
教
育
の

重
要
性
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

平成 29 年カルタ大会 平成 29 年麻雀大会 

平成 28 年 芸能発表会 







↑昭和26年∼昭和52年までの

⽊造の鵜川公⺠館
(昭和44年まで１階は保育所

２階を公⺠館として使用した)

←昭和26年5月27日の落成式

昭和37年11月 校下社会体育大会

昭和３４年８月２６日豪雨災害(公⺠館前の通り)



２代目館⻑

竹内久雄氏(町⻑)

７代目館⻑

浜谷至致氏 ８代目館⻑ 山中武雄氏(中央) 新年互礼会

昭和後半より

祭礼委員と協力し、

人を募り、

年に１∼２度程度

各地に「にわか」

を県内外各地へ出向させた。

↑写真は和倉

←写真は丸⻲



2017年8月13日発行

鵜川公民館創立70周年記念事業実行委員会

実行委員長 濱高 博

副実行委員長 妹石 武吉 高野 忍

実行委員 梅田 真人 竹口 太郎 泉 裕次郎 橋本 克治

上谷 浩之 稲葉 義康 江川 健介 鍋谷 善之

蔦 恵一 谷内 琢哉 牧 宜伸 七波 正春

田下 純子 安田 優香 藤谷みゆき

鵜川公民館 角 弘子 鍋谷 幸恵


